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要旨 

 グローバル化による訪日外国人数の増加に伴い，日本における外国人患者数も増加することが予想される。そこで我々

は，外国人が日本においてより楽に病院を探し，行くことのできるスマートフォンアプリケーションの開発を考えた。具

体的には，自分の症状にあった１:病院を探す ２:情報を得る ３:予約ができるアプリを作り，体調不良を訴えている訪日

外国人が適切に病院に行くことを可能にする。そして，最終的にすべての人が社会福祉を受けられる社会を目指す。今年

度，我々はアプリケーションの試作品を作りプロジェクトの実現に向けての一歩を踏み出した。プロジェクトで外国人に

インタビューをすることにより、改めて外国で診療を受ける際の困難さや不便さが明らかになった。 

キーワード：医療アプリケーション，東京オリンピック，健康，グローバル化，外国人患者，観光客，日本の病院 

 

 

Medical Revolution II 

-Supporting foreign patients to find hospitals in Japan- 

Abstract 

Recently, more and more foreigners are coming to Japan. It is estimated that in 2020, when the Tokyo Olympics will be 

held, the number of foreigners visiting Japan will reach 40 million. The higher this number is, the higher the number of 

foreigners who receive the medical treatment Japan is. This being the case, we decided to make a smart phone 

application in order to help foreigners receive medical treatments in Japan. The main three functions of this application 

are: 1. find the most suitable hospital; 2. gather information about the hospital; 3. make a reservation and guide foreign 

patients to the hospital. With this application, all people, Japanese and foreigners, will have easier access to health care. 

It is our goal to tackle one of the problems that could occur in the future due to globalization.  

 

Keyword: medical application, Tokyo Olympics, 2020, health care, globalization, foreign patients, tourists, hospitals in 

Japan 

 

１ 研究の動機 

 2013 年 9 月，2020 年夏季五輪の開催地が東京に決定し

た*1ことは記憶に新しい。1964 年に開催された前回の東京五

輪では，開催期間中の訪日外国人旅行者数は約５万人（うち一

般観光客約４万 1,000 人）であった*2。故に，2020 年の東

京五輪開催時には日本がかつて経験したことが無いほど多く

の外国人が日本を訪れると考えられる。それに伴い，訪日外国

人が日本で医療機関を受診するケースも増えている。2011 

年度と 2012 年度の日本全国の外国人患者受入人数(推計値)

は，2011 年度は約 22,000 人，2012 年度は約 27,000 

人であった*3。また，本校がある土浦市や近隣のつくば市には

多くの外国人が生活しており，それらの外国人の生活の場にな

っている。しかし，外国人は日本で施設等のスタッフとコミュ

ニケーションがとれないことや，多言語表示に対応していない

ことなどで困っている*4ため，行政システムや社会福祉を活用

することは難しい。以上の事実から，我々は今後増加するであ
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ろう外国人観光客が日本で医療機関を円滑に受診できる仕組

みが必要だと考え，そのためのスマートフォンのアプリケーシ

ョンを開発することを決定した。 

 

２ 調査 

 我々が行ってきた調査について，日時，場所，方法，調査対象，

調査目的を以下に記す。 

 

2-1 筑波大学構内での聞き取り調査 

 2017 年 5 月 22 日，筑波大学構内で，日本人および外国人

の大学生を対象に，我々の開発しようとしているアプリの有用性

について聞き取り調査を行った。 

 

2-2 オーストラリア・アメリカでのフィールドワーク 

 2017年8月14日から 2017年 8月21日まで，アメリカ・

カリフォルニア州アーバイン，オーストラリア・タスマニア州ホ

バート市で，地元の人を対象に，本アプリの効果的な宣伝方法に

ついて調査するため，「海外でスマートフォンを使用するのはど

のような時か」について聞き取りを行った。 

 

2-3 筑波銀行ビジネス交流商談会 

 2017 年 10 月 17 日，つくば国際会議場で，同商談会に出席

した企業の方と，我々のアプリについて意見交換を行った。 

 

2-4 関東甲信越静地区グローバルハイスクール課題研究発表会 

 2017 年 12 月 23 日，立教大学キャンパスで，立教大学主催

第 2 回関東・甲信越静地区グローバルハイスクール課題研究発表

会に参加し，プレゼンテーションへの質疑応答という形で我々の

アプリについて意見交換を行った。 

 

2-5 GBIC(Glocal Business Idea Contest : グローカルビジ

ネスアイデアコンテスト)課題研究発表会 

 2017 年 2 月 4 日，つくば国際会議場で，GBIC ポスターセ

ッション，プレゼンテーションを行い，質疑応答という形で我々

のアプリについて意見交換を行った。 

 

３ 結果 

 上述の調査の結果は以下の通りである。 

 

3-1 筑波大学構内での聞き取り調査 

 アイデア自体には賛成の意見がほとんどであったが，患者の個

人情報の管理について不安を感じる，との意見もあった。 

 

3-2 オーストラリア・アメリカでのフィールドワーク 

 合計で 45 名(オーストラリア 36 名，アメリカ 9 名)の回答を

得た。結果はグラフ(図 3-1)の通りであった。 

 

図 3-1 

 

3-3 筑波銀行ビジネス交流商談会 

 学習塾の外国語教員の方から，実際に病院にいっても，「診療

科」がわからず困った，という意見を頂いた。また，観光業の方

からは，ツアーで外国旅行をする場合は保険に加入してもらうが，

個人観光の場合はそうでないこともある，というお話を伺った。 

 

3-4 関東甲信越静地区グローバルハイスクール課題研究発表会 

 審査員役の立教大学教授の方から，既に導入されている病院ご

とのコールサービスとの差別化や，文化の違いに起因するイラス

トの解釈の違いについてお話を頂いた。 

 

3-5 GBIC 課題研究発表会 

 ポスターセッションの際，アプリの機能強化の一環として，タ

クシー配車などができるとよりよい，という意見を頂いた。 

 

４ 試作品 

 製品についての技術的・内容的な理解を深めるとともに説明を

容易にするための試作品を製作した。以下にその概要を示す。 
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 試作品は製品のインターフェースを再現するため作成した

Flash 版(以下，試作品α)と技術的側面を再現するため作成した

xlsx 版(以下，試作品β)の 2 種類を製作した。 

 

4-1 試作品α 

 Flash 作成ツール「Parafla」「Paradraw」を利用して作成

した。説明を容易にするために実際に一部ではあるがボタンによ

る操作機能を設けた。 

 試作品αでは，ユーザーはまず医療機関とコミュニケーション

を取るため利用を希望する言語を選択する(図 4-1）。試作品α

では「英語」「スペイン語」「日本語」「フランス語」「ロシア

語」「中国語」を設けた。またいずれの画面からも，ユーザー自

身での受診が困難な事態に備えて救急通報が可能である(図

4-2)。 

 続いて，ユーザーが受診するべき医療機関を決定するための診

療科選択プロセスに入る。まず大まかな体の部位を選択する(図

4-3）。試作品αでは「頭部」「胴部」「腕部」「脚部」を設け

た。そこから複数のピクトグラムを交えた質問(図 4-4）で受診

するべき診療科を一つまたは複数決定する。試作品αでは「嘔吐」

「心臓の不調」「肺の不調」を設けた。実際には複数段階での質

問となる予定である。 

 最後に診療科の情報に，実際の製品では端末の位置情報を加え

て，最適な医療機関を一つまたは複数決定する(図 4-5)。この画

面で医療機関の情報がユーザーに提供されると同時に，ユーザー

はその医療機関と通話する(図 4-6)，テキストメッセージを送信

する(図 4-7)，地図を見る(図 4-8)といった行動をとることがで

きる。 

 

図 4-1 

 

図 4-2 

 

図 4-3 

 

図 4-4 

 

図 4-5 

 

図 4-6 

 

図 4-7 

 

図 4-8 
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4-2 試作品β 

 表計算ソフト「Microsoft Excel 2016」を利用して作成した。

試作品αが説明を容易にするため実際的な機能を持たないのに

対して，試作品βは必要な診療科の情報と現在地の位置情報(緯

度と経度)から「必要な診療科を備えた医療機関のうち現在地か

ら最短のもの」を選択して表示する機能を有している。 

 試作品βには土浦市内全ての医療機関リスト（2017 年 12 月

時点）が搭載されており，対応している診療科，位置情報が記載

されている(図 4-9。将来的には「対応言語」「診療可能時間」

等のデータを追加予定)。試作品βではユーザーの端末の位置情

報から現在地の緯度と経度が割り出せ，かつユーザーへの質問か

ら必要な診療科の情報が得られたと仮定して，本体へその情報を

入力すると最適な病院が表示される(図 4-10)。 

 なお，現在地と医療機関の距離測定については直線距離による

距離比較となっている。 

 

 

５ 考察 

 先述の調査結果をもとに，1:自分の症状にあった病院を探す 

2:情報を得る 3:予約をする という 3 つの機能を有する，我々

のアプリの仕様を再現した試作品を開発した。その結果，緊急の

要件にも対応できる軽量な動作の実現，ピクトグラム等を活用し

言語にできるだけ頼らないインターフェースの開発，使用する病

院のデータ収集などの今後に向けた改善点が発見された。 

 

 

６ 今後の展望 

 今後は以下のことを実行し，場合によっては後輩と協力する予

定である。 

 

6-1 病院データの収集 

理由:現在，土浦市の病院の名前，診療科の種類，住所しかデータ

が揃っていない。我々の作成しようと考えているアプリケーショ

ンが実装された際にアプリケーション有用性を高めるためより

多くの情報（各病院の対応言語，より広域の病院情報など）が必

要である。 

方法：インターネットで調べる。または直接電話して必要な情報

を集める。 

 

6-2 収益源の確保 

理由:このプロジェクトは社会貢献だけではなく，ビジネスとして

成立する必要がある。よって我々の収益も考えなければならない。

その際，広告収入だけでは収入が足りないのでスポンサーとなる

企業または地方自治体を探す必要がある。スポンサーとなる企業

のメリットとして社会貢献による知名度の上昇，社会的信用の獲

得，自社サービスの拡大による新規顧客の獲得・新規市場への参

入が見込まれる。 

方法:積極的にコンテストに参加しプロジェクトについて知って

いただき，興味を持っていただいた企業または自治体に出資して

もらえないか交渉をする。 
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図 4-9 

 

図 4-10 

 


